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浦
和
税
務
署
人
事
異
動

浦
和
税
務
署
人
事
異
動

浦
和
税
務
署
人
事
異
動
（
七
月
十
日
付
発
令
）

新
署
長
に
山
﨑
正
弘
氏
が
就
任

　

浦
和
税
務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
七
月
十
日
付
け

で
発
令
さ
れ
、関
東
信
越
国
税
局
正
課
税
第
一
部
次

長
か
ら
山
﨑
正
弘
氏
が
新
署
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

署
長　

山
﨑
正
弘 

（
や
ま
ざ
き　

ま
さ
ひ
ろ
）　

昭
和
37
年
生　

新
潟
県
出
身

昭
和
56
年
４
月　

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

総
務
課　

採
用

平
成
20
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

総
務
課　

課
長
補
佐

平
成
23
年
７
月　

浦
和
税
務
署　

総
務
課
長

平
成
24
年
７
月　

税
務
大
学
校　

和
光
校
舎　

総
合
教
育
部　

教
授

平
成
26
年
７
月　

新
潟
税
務
署　

副
署
長

平
成
28
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

国
税
広
報
広
聴
室
長

平
成
30
年
７
月　

長
岡
税
務
署
長

令
和
元
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

課
税
第
一
部　

個
人
課
税
課
長

令
和
２
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

総
務
課
長

令
和
３
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

課
税
第
一
部　

次
長

令
和
４
年
７
月　

浦
和
税
務
署
長
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関
東
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国
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広
報
広
聴
室
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平
成
30
年
７
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長
岡
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元
年
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越
国
税
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課
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一
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個
人
課
税
課
長

令
和
２
年
７
月　

関
東
信
越
国
税
局　

総
務
部　

総
務
課
長

令
和
３
年
７
月　

関
東
信
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国
税
局　

課
税
第
一
部　

次
長

令
和
４
年
７
月　

浦
和
税
務
署
長

♦
趣
味
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
家
族
等

　

上
の
娘
が
小
学
２
年
生
の
時
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
入
団
し
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
ま
し
た
。
私
自
身
、
中
学
・
高
校
と

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
が
縁
で
、
今
も
ミ
ニ
バ
ス

の
指
導
者
と
し
て
、
土
日
祝
は
小
学
校
の
体

育
館
で
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
生
ま
れ
が
雪
国
新
潟
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
ス
キ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

20
代
は
、バ
ブ
ル
時
代
で
も
あ
り
、ス
キ
ー

ブ
ー
ム
に
乗
っ
か
っ
て
、
原
田
知
世
を
ゲ
レ

ン
デ
で
探
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
新
潟

署
副
署
長
の
時
に
、50
の
手
習
い
と
し
て「
ス

ノ
ボ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
ゲ
レ
ン
デ
も
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま

す
。

　

家
族
は
妻
、
娘
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

♦
自
身
の
性
格
や
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー

　

呑
気
な
性
格
な
の
で
、
嫌
な
こ
と
や
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
一
晩
寝
る
と
、
気
持
ち
的

に
は
楽
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
仕
事
で

は
、「
や
る
だ
け
や
っ
た
ら
、
な
ん
と
か
な

る
・
・
・
」
と
考
え
て
お
り
、
一
所
懸
命
準

備
を
行
え
ば
、
結
果
的
に
は
、「
な
ん
と
か

な
る
・
・
・
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

♦
浦
和
税
務
署
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

　

平
成
23
年
に
浦
和
署
総
務
課
長
と
し
て
、

１
年
間
、
当
時
の
署
長
の
素
晴
ら
し
さ
を
そ

ば
で
感
心
し
て
お
り
、「
決
し
て
真
似
で
き

な
い
。」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

河
村
国
税
局
長
よ
り
「
浦
和
税
務
署
長
に
転

任
さ
せ
る
」
と
辞
令
を
い
た
だ
き
、
第
88
代

の
署
長
と
な
り
非
常
に
緊
張
し
て
お
り
ま

す
。
先
輩
署
長
の
築
か
れ
て
き
た
伝
統
を
守

る
と
と
も
に
、
肩
に
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
非

常
勤
職
員
を
含
む
職
員
全
員
一
丸
と
な
っ

て
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

♦
印
象
が
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

42
年
も
税
務
職
員
を
し
て
い
る
と
、
色
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
災
害

対
応
で
し
ょ
う
か
。
個
人
課
税
課
勤
務
時
の

新
潟
中
越
地
震
、
新
潟
中
越
沖
地
震
、
総
務

課
の
東
日
本
大
震
災
、
個
人
課
税
課
長
の
台

風
19
号
に
よ
る
長
野
県
を
中
心
と
し
た
水
害

な
ど
、
災
害
対
応
を
ず
い
ぶ
ん
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
被
災
者
に
寄
り
添

う
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

♦
浦
和
税
務
署
の
重
点
施
策

　

国
税
の
基
本
は
、「
正
直
者
に
は
尊
敬
の

的
、
悪
徳
者
に
は
畏
怖
の
的
」
で
あ
り
、
正

直
者
が
馬
鹿
を
見
る
よ
う
な
時
代
に
は
な
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も
に
、
厳
正
か
つ
的
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確
な
調
査
・
滞
納
処
分
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

♦
法
人
会
活
動
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

　

浦
和
法
人
会
と
は
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
・

理
解
者
と
し
て
、
引
き
続
き
、
長
い
お
付
き

合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
法
人
会
・
税
務
当
局
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
共
に
理
解
し
、
協
力
し
あ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

♦
法
人
会
会
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

縁
あ
り
ま
し
て
、
浦
和
税
務
署
長
と
な
り

ま
し
た
。
当
局
が
本
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
早
期
登
録

申
請
、
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
や
ス
マ
ホ
に
よ
る
税
務

申
告
・
申
請
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利

用
推
進
な
ど
、
ご
自
身
の
ご
利
用
の
み
な
ら

ず
身
近
な
方
へ
の
助
言
も
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

法
人
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
展
開

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
ど
も
の
で
き
る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
企
業
の
ご
繁
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
や
る
だ
け
や
っ
た
ら
な
ん
と
か
な
る
」
浦
和
税
務
署
長
　
　
山
﨑
　
正
弘 

氏

法
人
課
税
第
一
部
門

統
括
国
税
調
査
官

罇
　
慎
太
郎

（
も
た
い
　
し
ん
た
ろ
う
）

①
新
潟
県

　
関
東
信
越
国
税
局 

総
務
部 

人
事
第
一
課
人
事

専
門
官

②
法
人
会
の
皆
様
と
よ
り
強
く
繋
が
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
心
を
込
め
て
仕
事
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

③
謙
虚
に
し
て
驕
ら
ず

④
家
庭
菜
園

法
人
課
税
第
一
部
門

上
席
国
税
調
査
官

中
村
　
稔

（
な
か
む
ら
　
み
の
る
）

①
長
野
県

　
大
宮
税
務
署 

法
人
課
税
第
一
部
門 

上
席
国

税
調
査
官

②
法
人
会
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
役
に
立
て
る
情
報
を
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
一
期
一
会

④
映
画
鑑
賞

①
出
身
地
・
前
任
ポ
ス
ト

②
新
ポ
ス
ト
で
の
抱
負
を
一
言

③
好
き
な
言
葉
・
モ
ッ
ト
ー

④
趣
味
、
特
技

浦
和
税
務
署

浦
和
税
務
署

●
新
任
幹
部
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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なぞ解き

井
伊
直
弼
襲
撃
事
件
で
成
就
し
た
仇
討

13

秦
野
昌
明

　

世
に
い
う
「
桜
田
門
外
の
変
」
は
、
幕
末
最
後
の
仇
討
と
い
わ
れ
る
浦
和
区
針
ヶ
谷

の
「
一
本
杉
の
仇
討
」
の
顛
末
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
現
代
に
比
べ
通
信
技
術
の

未
発
達
な
時
代
に
仇
討
が
本
懐
を
遂
げ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
仇
討
は

井
伊
直
弼
暗
殺
と
い
う
特
異
な
事
件
に
よ
り
本
懐
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
た
出
来
事
と

い
え
よ
う
。

　

こ
と
の
始
ま
り
は
、
讃
岐
国
丸
亀
の
京
極
家
家か
ち
ゅ
う中
の
河か
わ
に
し
ゆ
う
の

西
祐
之
助す
け

が
酒
に
酔
い
町
人

を
殺
め
江
戸
へ
出
し
ゅ
っ
ぽ
ん奔
。
そ
の
後
、
祐
之
助
は
千
葉
道
場
で
五
年
間
研
鑽
す
る
が
、
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
破
門
と
な
り
流
浪
の
身
と
な
っ
た
。
同
年
十
月
三
日
（
西
暦
十
一

月
十
五
日
）
常
陸
国
鹿
島 

津
の
宮
沖
の
船
中
で
、
祐
之
助
は
水
戸
徳
川
家
家
中
の
宮

本
佐
一
郎
と
口
論
の
す
え
斬
り
合
い
と
な
り
、
祐
之
助
は
負
傷
し
、
佐
一
郎
は
命
を
落

と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
年
を
遡
る
三
月
三
日
（
西
暦
三
月
二
十
四
日
）
桜
田
門
外
の
変

が
起
こ
っ
て
い
た
た
め
、
祐
之
助
は
襲
撃
し
た
浪
士
一
味
の
逃
亡
・
負
傷
者
と
疑
わ
れ
、

武
蔵
国
不
動
岡
で
関か
ん
と
う東
取と
り
し
ま
り締
出し
つ
や
く役
に
捕
縛
さ
れ
た
。
江
戸
へ
護
送
さ
れ
た
祐
之
助
は
、

暗
殺
事
件
と
は
無
関
係
と
主
張
し
続
け
、
や
が
て
当
日
の
所
在
も
判
明
し
、
文
久
三
年

十
二
月
二
十
六
日
（
西
暦
一
八
六
四
年
二
月
三
日
）「
御
構
無
し
」
と
さ
れ
釈
放
さ
れ
た
。

佐
一
郎
の
嫡
子
鹿
太
郎
（
十
七
歳
）
方
で
は
、
江
戸
の
通
報
者
か
ら
祐
之
助
が
本
所
の

安
兵
衛
方
に
引
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
急
ぎ
江
戸
へ
出
向
く
と
、
祐
之
助
は

熊
谷
方
面
へ
出
立
し
た
あ
と
で
あ
っ
た
。

　

桜
田
門
外
の
変
か
ら
四
年
後
の
文
久
四
年
、祐
之
助
が
不
動
岡
総
願
寺
（
現
加
須
市
）

に
い
る
こ
と
を
付
き
と
め
た
鹿
太
郎
と
後
見
人
で
あ
る
西
野
里
之
進
（
佐
一
郎
の
弟
）、

西
野
孝
太
郎
（
従
弟
）、
武
藤
道
之
助
（
甥
）
の
四
人
は
、
一
月
二
十
一
日
熊
谷
宿
に

入
り
総
願
寺
を
探
る
。
す
る
と
、
祐
之
助
が
仏
門
に
入
る
た
め
江
戸
へ
向
か
い 

大
宮
宿

へ
宿
泊
す
る
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
急
ぎ
大
宮
へ
向
か
っ
た
が
、
宿
泊
先
の
名
が
わ
か

ら
ず
一
行
は
翌
日
の
行
動
を
打
合
わ
せ
、
氷
川
神
社
に
大
願
成
就
の
祈
願
を
行
っ
た
。

そ
の
頃
、
祐
之
助
は
総
願
寺
住
職
の
計
ら
い
で
神
社
境
内
の
参
道
に
あ
っ
た
観
音
寺
に

宿
泊
し
て
い
る
。

　

文
久
四
年
一
月
二
十
三
日
（
西
暦
一
八
六
四
年
三
月
一
日
）
鹿
太
郎
一
行
が
一
の
鳥

居
先
で
待
ち
伏
せ
て
い
る
と
、
五
つ
時
過
ぎ
（
午
前
九
時
半
頃
）
旅
僧
を
伴
っ
た
祐
之

助
と
お
ぼ
し
き
者
が
や
っ
て
来
た
が
、
顔
を
縮ち
り
め
ん緬

頭ず
き
ん巾

で
包
み
祐
之
助
と
確
認
で
き
な

い
。
後
を
付
け
続
け
針
ヶ
谷
村
の
一
本
杉
に
差
し
掛
か
っ
た
の
が
四
つ
時
（
午
前
十
時

頃
）。
武
藤
道
之
助
が
「
河
西
祐
之
助　

し
ば
ら
く
」
と
声
を
か
け
た
。
祐
之
助
が
被

り
も
の
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
鹿
太
郎
が
「
父
の
仇
、
尋
常
に
勝
負
」
と
斬
り
か
か
っ
た
。

同
時
に
一
同
斬
り
合
い
と
な
り
、
祐
之
助
（
四
十
六
歳
）
は
大
杉
を
背
に
し
て
防
戦
し

浦和宿における取調所（略図）

大正時代の一本杉（右奥に上部破損の大杉）
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た
が
、
太
い
根
に
足
を
取
ら
れ
つ
ま
ず
き
十
六
ヶ
所
を
斬
ら
れ
、
喉
に
止
め
を
刺
さ
れ

絶
命
し
た
。
総
願
寺
住
職
は
騒
動
に
紛
れ
て
遁
走
、
行
き
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。

　

突
然
の
出
来
事
に
針
ケ
谷
村
は
騒
然
と
な
っ
た
。
宮
本
鹿
太
郎
一
行
は
針
ヶ
谷
村
名

主
「
弥
市
」
方
へ
引
き
取
ら
れ
た
。
河
西
祐
之
助
絶
命
の
場
所
は
、
街
道
か
ら
西
へ
七

ｍ
ほ
ど
入
っ
た
畑
。
そ
の
持
ち
主
の
「
利
吉
」
は
村
役
人
へ
連
絡
し
、
村
役
人
が
御
支

配
役
所
へ
届
け
出
た
の
が
翌
二
十
四
日
、
御
公
儀
（
幕
府
）
検
使
役
並
び
に
水
戸
家
検

使
役
の
浦
和
宿
到
着
が
二
十
六
日
夕
刻
。
翌
二
十
七
日
浦
和
宿
「
新
枡
屋
」
に
て
鹿
太

郎
ら
へ
の
幕
府
の
取
調
べ
が
行
わ
れ
、
身
柄
は
「
今
福
屋
」
の
水
戸
家
中
へ
引
き
渡
さ

れ
た
。
二
月
一
日
、
四
人
は
脇
士
（
護
衛
）
十
一
人
付
の
駕
籠
に
乗
り
、
総
勢
六
十
五

人
の
警
護
を
受
け
、
小
石
川
の
水
戸
屋
敷
へ
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。

　

鹿
太
郎
ら
が
出
立
後
に
、
今
福
屋
に
残
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
和
歌
が
あ
る
。

○｢

ど
こ
ま
で
も　

骸
ハ
酒
に
さ
ら
す
と
も　

い
か
で
お
も
い
の
晴
む
も
の
か
ハ｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
太
郎

○｢

誰
染
し　

柳
の
糸
は
薄
緑
り　

降
る
春
雨
の　

色
に
見
え
ね
ど｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
之
進

○｢

き
の
ふ
ま
で　

梅
咲
頃
を
わ
す
れ
し
か　

今
日　

針
ヶ
谷
に　

薫
り
し
る
か
な｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
之
助

○｢

梅
が
香
に　

し
ら
ぬ
並
木
も
問
れ
け
り　

身
に
し
み
る
寒
の
退
き
け
り　

わ
か
れ
霜
ニ｣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
太
郎

　

こ
の
歌
を
理
解
す
る
に
は
、
和
暦
文
久
四
年
一
月
二
十
三
日
が
西
暦
で
一
八
六
四
年

三
月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
、
柳
が
緑
の
葉
を
芽
吹
か
せ
、
梅
が
咲
き 

香
り
が
漂

う
よ
う
す
が
理
解
で
き
る
。
討
た
れ
た
祐
之
助
は
針
ヶ
谷
村
観
音
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、

観
音
寺
は
明
治
の
神
仏
分
離
令
で
廃
寺
と
な
り
、
祐
之
助
の
墓
は
北
浦
和
の
廓
信
寺
境

内
に
移
さ
れ
た
。
現
在
、
廓
信
寺
参
道
に
は
紅
白
の
梅
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
毎
年

三
月
初
旬
に
満
開
と
な
る
。

　

こ
の
出
来
事
で
は
、
針
ケ
谷
村
が
死
骸
警
護
、
水
戸
家
中
の
警
護
賄
い
、
御
公
儀
役

人
並
び
に
水
戸
家
中
の
旅
籠
代
賄
い
等
々
で
金
子
三
十
両
余
り
の
支
出
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
水
戸
徳
川
家
か
ら
は
六
両
の
手
当
て
が
あ
っ
た
が
、
村
の
予
算
は
二
十
五
両

ほ
ど
の
不
足
が
出
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
事
件
は
巷
で
評
判
と
な
り
、『
中
仙
道
針
ケ
谷

か
た
き
う
ち
』
が
発
行
さ
れ
、
中
山
道
の
宿
場
で
は
「
中
仙
道
針
ケ
谷
か
た
き
う
ち
」

と
い
う
風
説
謡
と
し
て
流
布
し
た
と
い
う
。

　

大
杉
は
樹
高
約
十
八
ｍ
、
周
囲
約
三
ｍ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
杉
は
大

正
時
代
の
落
雷
で
大
き
く
破
損
し
昭
和
十
八
年
に
伐
採
さ
れ
た
。
戦
後
、
大
杉
の
枯
れ

た
跡
に
は
針
ケ
谷
の
関
上
氏
（
当
時　

関
上
水
道
工
業
所
が
所
在
）
に
よ
り
若
杉
が
植

え
ら
れ
、
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
た
。

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
二
十
七
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が

家
庭
で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い

と
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎

日
。
昭
和
五
十
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

現在の一本杉と記念碑

廓信寺に移転した河西祐之助の墓石（右端）現在は「超勝門」右脇へ再移転
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社長さん、こんにちは

柔軟なサービスでさらなる発展を

マルモト観光バス　株式会社

代表取締役社長　本 澤 　 友 寛（もとざわ　ともひろ）さん

【会社】
創　業：1993 年（平成 5 年）
所在地：さいたま市中央区上落合 6-10-9
概　要：関連の運送会社㈱マルモトから派生する形で誕生。
　　　　小型、中型、大型バスを取り揃える。

【社長】
1967 年（昭和42 年）7 月9 日生まれ、55 歳。さいたま市出身。大学
卒業後、東京都の旅行会社で５年間勤めた後、関連会社の現・マル
モト観光サービスに就職。2007 年（平成19 年）からは、マルモト
観光バスの社長を務める。

〜〜〜〜【プロフィール】〜〜〜〜
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▼
運
送
業
か
ら
旅
行
事
業
へ

　

マ
ル
モ
ト
観
光
バ
ス
の
ル
ー
ツ
は
、
関
連

会
社
で
あ
る
運
送
会
社
の
㈱
マ
ル
モ
ト
に
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
運
送
の
お
取
引
企
業

さ
ん
か
ら
「
従
業
員
の
送
迎
を
で
き
な
い
か
」

と
お
声
を
頂
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
小

型
バ
ス
の
運
用
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
さ

ま
に
は
「
小
型
、
中
型
だ
っ
た
ら
マ
ル
モ
ト

さ
ん
」
と
言
っ
て
頂
く
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
現
在
で
は
大
型
バ
ス
も
所
有
し
て
い
る

た
め
お
客
さ
ま
の
ご
使
用
用
途
や
人
数
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
が
で
き
る
バ
ス

会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
会
社
の
マ
ル
モ
ト
観
光
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
旅
行
の
プ
ラ
ン
も
ご
案
内
で
き

ま
す
の
で
、
旅
行
と
バ
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
た

ご
提
案
も
で
き
る
こ
と
か
ら
学
校
の
遠
足
や

教
育
旅
行
、
一
般
企
業
の
社
員
旅
行
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

㈱
マ
ル
モ
ト
は
、
現
会
長
の
父
が
創
業
者

の
会
社
で
す
。
私
は
会
社
の
敷
地
で
育
ち
、

小
さ
な
頃
か
ら
運
送
業
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
元
々
は
父
の
会
社
に
入
社

す
る
つ
も
り
は
ま
る
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
「
反
発
心
」
と
は
違
う
も
の
で
、
兄
（
現

在
は
「
㈱
マ
ル
モ
ト
」
の
社
長
）
が
い
た
た

め
に
会
社
を
継
ぐ
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
子
ど
も
の

頃
に
見
て
い
た
ト
レ
ン
デ
ィ
ド
ラ
マ
に
影
響

さ
れ
、
大
学
卒
業
後
は
東
京
の
旅
行
会
社
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

他
社
で
働
い
て
い
る
最
中
に
、
観
光
バ
ス

事
業
が
始
ま
り
、
観
光
事
業
も
忙
し
く
な
り

「
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
父
か
ら
声
が

掛
か
っ
た
た
め
、
５
年
間
務
め
た
東
京
の
会

社
を
辞
め
、
入
社
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
事
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
現
場
を
仕
切
っ
て
い
た
社
員
が
退
職
す

る
こ
と
か
ら
今
度
は
、
観
光
バ
ス
の
営
業
を

兼
務
す
る
こ
と
に
。「
お
前
が
や
ら
な
い
の

だ
っ
た
ら
会
社
を
た
た
む
」
と
父
か
ら
言
わ

れ
ま
し
て
ね
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は

あ
り
ま
し
た
が
こ
の
業
界
で
働
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▼
社
一
丸
で
サ
ー
ビ
ス
面
も
強
化

　

旅
行
業
で
し
た
ら
自
分
が
添
乗
員
と
し
て

乗
り
こ
め
ば
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
バ

ス
事
業
で
は
現
場
の
仕
事
は
運
転
手
が
担
当

す
る
た
め
、
黙
っ
て
帰
り
を
待
つ
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
と
の
信

頼
関
係
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
は

そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
業
界
内
で
の
関
係
を
築
く
の
も

最
初
は
、
苦
戦
し
ま
し
た
ね
。
こ
の
業
界
で

は
、
自
分
の
バ
ス
が
足
り
な
く
な
っ
た
際
に

は
、
他
の
バ
ス
会
社
に
電
話
を
し
て
助
け
を

求
め
る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、「
マ

ル
モ
ト
観
光
バ
ス
」
と
い
う
社
名
で
は
な
く
、

「
マ
ル
モ
ト
観
光
バ
ス
の
本
澤
」
と
い
う
名

前
ま
で
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
。
最

初
は
「
ど
こ
の
誰
だ
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
度
も
電
話
を
掛

け
る
こ
と
で
覚
え
て
も
ら
っ
て
、
関
係
を
築

か
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。

　

観
光
バ
ス
事
業
は
、
時
代
と
と
も
に
サ
ー

ビ
ス
業
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
業
界
に
な
っ
て
い
る
と
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
後
継
者
不
足
な
ど
で
た
た

ま
れ
る
会
社
さ
ん
も
多
い
で
す
が
、
新
規
参

入
の
会
社
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
で
お
客
さ
ま
に
弊
社
を
選
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
安
全
に
送
り
届
け
る
当

た
り
前
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
加
え
て
快
適

に
気
持
ち
良
く
乗
車
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

大
事
な
要
素
だ
か
ら
で
す
。

　

一
昔
前
は
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
」
＝
「
運
ち
ゃ

ん
」
＝
「
一
匹
オ
オ
カ
ミ
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
休
憩
時
間
で

し
た
ら
、
い
の
一
番
に
バ
ス
を
降
り
て
の

お
客
さ
ま
の
安
全
確
保
の
対
応
に
あ
た
る
な

ど
、
弊
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
そ
の
お
客
さ
ま

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
強
く
意
識
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、
社
と
し
て
さ
ら

な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
も
社
一
丸
と

な
っ
て
、
ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
事

業
拡
大
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
行
き
わ
た
る
よ
う

使
っ
て
頂
き
た
い
な
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
業
界
に

い
る
会
社
を
見
て
も
、
た
く
さ
ん
の
バ
ス
を

お
持
ち
の
会
社
さ
ん
が
本
当
に
大
変
な
思
い

を
し
て
い
る
の
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
の
抱
え
る
問
題
は
、
局
面
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
そ
の

都
度
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
税
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
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「
多
様
性
と
調
和
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
た
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
１
年
が
経
つ
。
障
害
者

の
人
権
尊
重
や
社
会
参
加
は
、
１
９
６
４
年
の
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
契
機
の
一
つ
と
な
っ
て
前

進
を
始
め
た
。

　

そ
れ
か
ら
57
年—

—

。今
大
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
は
、赤
・
青
・
緑
の
３
本
の
曲
線
で
表
現
さ
れ
「
ス

リ
ー
・
ア
ギ
ト
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
ア
ギ
ト
ス
は
、

ラ
テ
ン
語
で
「
私
は
動
く
」
の
意
味
。
困
難
が
あ
っ

て
も
あ
き
ら
め
ず
、
挑
戦
を
続
け
る
強
い
意
思
を

表
し
て
い
る
。

　

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
が
限
界
に
挑
む
姿
は
、
多
く

の
人
の
心
を
動
か
し
た
。
障
害
の
有
無
な
ど
様
々

な
違
い
を
超
え
、
誰
も
が
平
等
だ
と
い
う
思
い
も

強
く
し
た
。
だ
が
、
共
生
社
会
へ
向
け
た
課
題
は

今
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
動
く
。
変
革
す
る
。
ス

リ
ー
・
ア
ギ
ト
ス
は
、
私
た
ち
の
心
に
こ
そ
変
革

を
促
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

今
大
会
。
千
葉
県
幕
張
の
会
場
で
、
車
い
す
の

警
備
員
が
手
荷
物
検
査
な
ど
を
担
当
し
た
。
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
に
本
社
が
あ
る
警
備
会
社
「
ゼ
ン

コ
ー
」
の
社
員
、
濱
田
久
仁
彦
さ
ん
だ
。
全
国
警

備
業
協
会
に
よ
れ
ば
、
車
い
す
の
警
備
員
は
全
国

初
と
い
う
。

　

大
会
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
共
生
社
会
を
目
指

し
始
め
た
。
多
様
性
を
尊
重
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
取
り
組
み
、
社
会
全
体
で
理
解
を
進
め
て
未
来

へ
の
遺
産
と
す
る
試
み
。
果
た
し
て
、
そ
の
ド
ア

は
開
い
た
の
か
。
濱
田
さ
ん
に
聞
き
解
こ
う
。　

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

お
よ
そ
40
年
間
、
埼
玉
県
警
察
本
部
に
勤
務
し

た
。
配
属
は
、
事
故
現
場
に
残
さ
れ
た
指
紋
や
遺

留
品
、
血
痕
な
ど
を
捜
査
す
る
鑑
識
課
。
優
れ
た

技
能
が
認
め
ら
れ
て
「
指
紋
鑑
定
官
」
に
任
命
さ

れ
る
な
ど
、
定
年
ま
で
一
貫
し
て
鑑
識
畑
を
歩
い

た
。
す
ご
い
人
が
い
る
。
自
家
用
車
で
通
勤
す
る

濱
田
さ
ん
は
、
職
場
の
あ
る
県
庁
内
に
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
存
在
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
速
に
広
が

る
時
期
に
定
年
を
迎
え
た
。「
こ
れ
か
ら
は
の
ん
び

り
過
ご
し
た
い
」。
釣
り
や
映
画
鑑
賞
な
ど
趣
味
を

楽
し
む
生
活
を
思
い
描
い
て
い
た
。

　

転
機
は
、
そ
の
年
の
秋
。
県
警
時
代
の
上
司
が

自
宅
を
訪
ね
て
き
た
。「
車
い
す
の
警
備
員
を
実
現

さ
せ
た
い
。
一
緒
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
」。

　

面
倒
な
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
上
司
の
誘

い
を
む
げ
に
も
で
き
な
い
が
、
引
き
受
け
る
に
は

不
安
が
大
き
か
っ
た
。「
現
役
時
代
は
ず
っ
と
机
に

向
か
う
仕
事
で
し
た
し
、
そ
も
そ
も
車
い
す
で
警

備
の
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
」。
も
っ
と
若
い
人

に
、
と
断
っ
て
も
あ
き
ら
め
な
い
。
元
上
司
は
繰

り
返
し
訪
ね
て
き
た
。

パラリンピックと車いす警備員の誕生
株式会社ゼンコー（さいたま市）

警備士 濱田 久仁彦 さん

［
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
］
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

［はまだ・くにひこ］　１歳のときにポリオ（小児まひ）に感染。両足に障害が残った。高校時代
に車いすバスケットボールと出会い、地域のクラブに加入。高校卒業後は民間企業に就職。昭
和 55（1980）年、クラブの仲間の勧めで県の障害者採用枠に応募し採用された。令和２（2020）
年３月、定年退職。翌年４月、全国初の車いす警備員としてインターンを経験。同年８月、東京
パラリンピックの警備に就く。

県内の大学でインターン。経験を積んだ（写真・ゼンコー）
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新
し
い
雇
用
の
道
を
つ
く
る

何
と
し
て
も
明
け
た
い
ド
ア

　
「
何
と
し
て
で
も
、
車
い
す
警
備
員
の
ド
ア
を
開

き
た
い
」。
ゼ
ン
コ
ー
の
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

貫
田
晋
次
郎
さ
ん
は
か
つ
て
、
い
く
つ
も
の
難
事

件
を
解
決
し
て
き
た
敏
腕
刑
事
。
持
ち
前
の
粘
り

強
さ
は
人
一
倍
だ
。
開
か
な
い
ド
ア
へ
、
特
別
な

思
い
が
あ
っ
た
。

　
「
競
技
を
引
退
し
た
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
で
、
警
備

員
に
な
り
た
い
人
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」。
都
内
に

あ
る
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
普
及
に
努
め

る
団
体
に
相
談
し
た
が
、取
り
つ
く
し
ま
も
な
か
っ

た—
—

ま
ず
は
障
害
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
整
え
て
か
ら
の
話
で
し
ょ
う
。

　

席
を
立
と
う
と
し
た
貫
田
さ
ん
に
、
担
当
者
が

言
っ
た
。「
競
技
引
退
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対
し

て
、
私
た
ち
は
何
も
で
き
て
い
な
い
」。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
警
備
を
手
掛
け
る
同
社
は
、

女
子
硬
式
野
球
チ
ー
ム
を
運
営
す
る
ほ
か
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
女

子
力
を
生
か
し
た
警
備
や
障
害
者
に
対
応
す
る
警

備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
他
社
に
は
な
い
強
み
。
車
い

す
警
備
員
の
誕
生
は
、
そ
の
象
徴
だ
。

　

濱
田
さ
ん
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
が
ま

だ
な
い
、
障
害
者
に
は
不
便
な
時
代
を
乗
り
越
え



パラリンピック会場入り口。声をかけ、名前を確認し手荷物をチェックする（写真・ゼンコー）

開けドア　社会の理解を広げたい

　
警
備
員
と
し
て
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
を
明
確
に

示
せ
な
け
れ
ば
、
取
引
先
は
仕
事
の
場
に
就
か
せ
て

く
れ
な
い
。教
育
や
訓
練
に
入
念
な
準
備
が
続
い
た
。

研
修
の
様
子
を
動
画
で
記
録
し
て
、
説
得
力
を
高
め

る
工
夫
も
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
の
訓
練
。
車
い
す
か
ら
降
り
、
上
半
身

の
力
だ
け
で
強
く
、
速
く
、
絶
え
間
な
く
人
形
の
胸

を
押
し
続
け
る
。
90
秒
間
は
、
健
常
者
で
も
き
つ
い

だ
ろ
う
。「
60
歳
を
過
ぎ
た
体
に
は
正
直
こ
た
え
た
。

た
だ
警
備
業
界
の
ド
ア
を
開
け
た
い
と
い
う
思
い
が

強
か
っ
た
」。

研修を動画で記録した（写真・ゼンコー）

車
い
す
で
も
「
で
き
る
」

次
の
世
代
へ
渡
す
バ
ト
ン
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て
き
た
。
貫
田
さ
ん
は
言
う
。「
ト
イ
レ
や
休
憩
場

所
な
ど
の
環
境
整
備
は
大
事
。
た
だ
、
働
く
場
が

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。濱
田
さ
ん
に
頑
張
っ

て
も
ら
う
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
」。

　

県
内
の
大
学
で
、
学
生
の
入
室
管
理
や
検
温
な
ど

の
業
務
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
経
験
。
初
め
て
の
本

格
的
な
警
備
の
仕
事
が
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

業
務
は
、
会
場
入
り
口
で
の
関
係
者
の
Ｉ
Ｄ
確
認

と
手
荷
物
検
査
。
３
〜
４
週
間
、
近
く
の
ホ
テ
ル
に

泊
ま
り
込
ん
だ
。
勤
務
は
休
憩
を
は
さ
ん
で
午
前
８

時
か
ら
夜
８
時
ま
で
。
シ
フ
ト
を
組
ん
で
交
代
で
業

務
に
当
た
っ
た
。
休
憩
時
間
に
は
横
に
な
る
こ
と
を

許
し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
警
備
は
車
い
す
で
も
や
れ
る
」。
大
会
警
備
を
終

え
て
確
信
し
た
。「
自
分
の
役
割
は
果
た
せ
た
」
と

も
思
え
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
区
切
り
を
つ
け
よ
う
」。
そ

う
も
考
え
た
。

　

ド
ア
は
開
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
濱
田
さ
ん
は
今
も

週
４
日
勤
務
し
て
い
る
。
た
だ
、
警
備
の
現
場
か
ら

は
遠
ざ
か
っ
て
、
研
修
会
場
の
受
付
業
務
と
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
が
中
心
に
な
っ
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
は
、
取

引
先
が
仕
事
を
断
る
定
番
の
台
詞
。
耳
に
す
る
た
び

に
ド
ア
は
開
い
て
い
な
い
、
と
感
じ
る
。「
次
の
人

へ
バ
ト
ン
を
渡
す
の
が
、
私
の
新
し
い
仕
事
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

警
備
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
警
備

業
界
を
悩
ま
す
人
手
不
足
と
高
齢
化
が
背
景
に
あ
る

と
い
う
。「
あ
る
意
味
、
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
違
い
だ
け

な
の
に
」。
車
い
す
警
備
員
誕
生
を
陰
で
支
え
て
き

た
貫
田
さ
ん
は
言
う
。

　
「
濱
田
さ
ん
の
頑
張
り
、
多
く
の
関
係
者
の
思
い

や
理
解
が
あ
っ
て
実
現
し
た
が
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
が

か
か
っ
た
程
度
。
社
会
の
理
解
を
広
げ
た
い
」

　

障
害
を
理
由
に
し
た
差
別
を
禁
じ
る
障
害
者
差
別

解
消
法
は
、障
害
者
を
手
助
け
す
る
「
合
理
的
配
慮
」

を
国
や
自
治
体
に
義
務
付
け
た
。
昨
春
の
改
正
で
、

公
布
日
（
２
０
２
１
年
６
月
４
日
）
か
ら
起
算
し
て

３
年
以
内
に
、
企
業
や
店
舗
な
ど
の
事
業
者
に
も
義

務
化
さ
れ
る
。
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県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2022年9月号より

概況　埼玉県の景気は、厳しい状況が徐々に緩和されるなかで、持ち直　しの動きがみられる

景気動向指数…改善を示している
　5月のＣＩ（コンポジット・インデックス）は、先行指数：
126.4（前月比▲5.0ポイント）、一致指数：85.3（同＋1.6ポイ
ント）、遅行指数：85.4（同▲1.2ポイント）となった。
　先行指数は2カ月連続の下降となった。
　一致指数は4カ月連続の上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比＋1.73
ポイントと、2カ月連続の上昇となった。
　埼玉県は景気の基調判断を「足踏みを示している」
から「改善を示している」に上方修正した。
　遅行指数は4カ月ぶりの下降となった。

個人消費…
　6月の百貨店・スーパー販売額は1,084億円、前年
比▲1.4％（既存店）と3カ月連続で減少した。
　業態別では、百貨店（同＋1.6％）は増加したが、ス
ーパー（同▲1.8％）は減少した。新設店を含む全店
ベースの販売額は同＋0.1％と2カ月ぶりに増加した。
　7月の新車販売台数（乗用車）は9,679台、前年比
▲14.5％と11カ月連続で減少した。
　車種別では普通乗用車が6,021台（同▲9.4％）、
小型乗用車は3,658台（同▲21.7％）だった。

住 宅…2カ月連続で前年を下回る
　6月の新設住宅着工戸数は4,106戸となり、前年比▲
2.6％と2カ月連続で前年を下回った。
　利用関係別では、貸家が1,368戸（同＋4.8％）と2カ月
ぶりに、分譲が1,459戸（同＋5.0％）と5カ月連続で増加
したものの、持家が1,278戸（同▲10.6％）と4カ月連続で
減少した。
　分譲住宅は、戸建てが1,335戸（同＋17.3％）と12カ月
連続で増加したものの、マンションが112戸（同▲55.2％）
と2カ月連続で減少した。

公共工事…2カ月ぶりに前年を下回る
　7月の公共工事請負金額は424億円、前年比▲9.8％
と2カ月ぶりに前年を下回った。
　2022年4～7月までの累計は、同＋23.0％と前年を上
回って推移している。
　発注者別では、独立行政法人等（同＋71.7％）と市
町村（同＋5.4％）が増加したものの、国（同▲51.3％）、
都道府県（同▲10.0％）が減少した。
　なお、7月の請負件数は885件（同＋6.4％）と前年を上
回っている。

生 産…4カ月ぶりに減少
　5月の鉱工業指数をみると、生産指数は81.0、前月比
▲8.8％と4カ月ぶりに減少した。
　業種別では、輸送機械、業務用機械、家具など5業
種が増加したものの、化学、情報通信機械、生産用機
械など18業種が減少した。
　在庫指数は81.4、前月比▲3.7％と2カ月ぶりに減少し
た。
　業種別では、電子部品・デバイス、電気機械、非鉄金
属など7業種が増加したものの、輸送機械、化学、パル
プ・紙・紙加工品など13業種が減少した。

雇 用…有効求人倍率は前月から上昇
　6月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.02ポイ
ント上昇の1.05倍となった。
　有効求職者数が92,210人（前月比▲0.3％）と、2カ月
ぶりに前月を下回るなか、有効求人数は97,179人（同＋
1.9％）と4カ月連続で前月を上回った。
　新規求人倍率は、前月から0.01ポイント上昇の1.80
倍となっている。
　なお、6月の就業地別有効求人倍率も、前月から0.02
ポイント上昇の1.15倍であった。

百貨店・スーパー販売額は
3カ月連続で減少
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県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2022年9月号より
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ント）、遅行指数：85.4（同▲1.2ポイント）となった。
　先行指数は2カ月連続の下降となった。
　一致指数は4カ月連続の上昇となった。
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小型乗用車は3,658台（同▲21.7％）だった。

住 宅…2カ月連続で前年を下回る
　6月の新設住宅着工戸数は4,106戸となり、前年比▲
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公共工事…2カ月ぶりに前年を下回る
　7月の公共工事請負金額は424億円、前年比▲9.8％
と2カ月ぶりに前年を下回った。
　2022年4～7月までの累計は、同＋23.0％と前年を上
回って推移している。
　発注者別では、独立行政法人等（同＋71.7％）と市
町村（同＋5.4％）が増加したものの、国（同▲51.3％）、
都道府県（同▲10.0％）が減少した。
　なお、7月の請負件数は885件（同＋6.4％）と前年を上
回っている。

生 産…4カ月ぶりに減少
　5月の鉱工業指数をみると、生産指数は81.0、前月比
▲8.8％と4カ月ぶりに減少した。
　業種別では、輸送機械、業務用機械、家具など5業
種が増加したものの、化学、情報通信機械、生産用機
械など18業種が減少した。
　在庫指数は81.4、前月比▲3.7％と2カ月ぶりに減少し
た。
　業種別では、電子部品・デバイス、電気機械、非鉄金
属など7業種が増加したものの、輸送機械、化学、パル
プ・紙・紙加工品など13業種が減少した。

雇 用…有効求人倍率は前月から上昇
　6月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.02ポイ
ント上昇の1.05倍となった。
　有効求職者数が92,210人（前月比▲0.3％）と、2カ月
ぶりに前月を下回るなか、有効求人数は97,179人（同＋
1.9％）と4カ月連続で前月を上回った。
　新規求人倍率は、前月から0.01ポイント上昇の1.80
倍となっている。
　なお、6月の就業地別有効求人倍率も、前月から0.02
ポイント上昇の1.15倍であった。

百貨店・スーパー販売額は
3カ月連続で減少
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事業開催報告

ビジネスマナー研修

♦日　時：令和4年6月16日㈭　10:00～16:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館2階　第2ホール
♦講　師：能勢みゆき 氏
　　　　　㈱エンパワー21代表取締役、(一社)日本おもてなし協会 代表理事
♦受講者数：7名

【内容】
◎ビジネスマナーの重要性
　・社会人らしい第一印象
◎企業イメージを高める電話応対（固定電話）
　・第一声と取り次ぎ　・名指し人不在時の応対　・伝言メモ　・携帯電話のマナー
◎円滑で丁寧な来客応対と訪問のマナー
　・受付～取次ぎ～案内～辞去　・名刺交換　・席次

　社会人として必要なビジネスマナーの基本を学ぶ研修です。今回は新入社員の方中心にご参加いただきました。
2グループに分かれ、ロールプレイングを取り入れた講義を受け、参加者の生き生きとした表情が印象的でした。
　今後も毎年開催予定です。新入社員の方だけでなく、後輩育成のために基本を再確認したい中堅社員、自己啓発・
スキルアップのために学びたい方々も大歓迎です。

浦和区北支部公開事業「初夏の収穫祭」

♦日　時：令和4年6月25日㈯　10:00～11:30
♦会　場：見沼たんぼ
♦参加者数：32名

　ジャガイモ・フルーツトマト・ナスなどの夏野菜の収穫を楽しみま
した。秋の収穫祭も計画中です。奮ってご参加ください。

女連協南部ブロック「夏休み親子タックスツアー」

♦日　時：令和4年8月8日㈪
♦会　場：和光市民文化センター　サンアゼリア小ホール 

　新型コロナ感染拡大で延期となっていた「夏休み親子タックスツ
アー」が 3年越しの開催となりました。第 1部では税務署の担当官に
よるＤＶＤ上映・税金クイズ、第 2 部ではプロによるマジックショー
が行われました。浦和法人会からは 4 組の親子が参加し、盛況の中終
了しました。



URAWA HOJINKAI 14

各種講座の予定

自宅や会社で受講できる！
オンライン講座

法人税申告実務講座
♦開催日時：令和4年10月18日㈫・11月1日㈫
　　　　　10:00～13:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館４階特別会議室
♦講　師：関東信越税理士会 浦和支部 業務対策部
　　　　　税理士　駿河　健太郎　氏
♦定　員：20名

インボイス制度説明会

※受講料はすべて「無料」です。
※お申し込み方法等、詳しくは浦和法人会ホームページまたは同封のチラシをご参照ください。

浦和法人会ホームページ▶

年末調整･法定調書講座
♦視聴期間：令和4年１１月10日㈭～11月30日㈬（期間中24時間視聴可能）
♦会　　場：会社、自宅、通勤途中など、場所を選ばず受講可能
　　　　　　（インターネットでの動画配信となります）
♦講　　師：税理士　信澤　奈津美　氏
♦定　　員：100名

♦開催日時：令和4年10月20日㈭
　　　　　14:00～15:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：浦和税務署
　　　　　担当官
♦定　員：50名

源泉所得税講座
♦開催日時：令和4年11月8日㈫
　　　　　14:00～16:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：浦和税務署
　　　　　担当官
♦定　員：15名

やさしい簿記講座（4回連続講座）
♦開催日時：令和4年11月14日㈪・16日㈬・24日㈭・25日㈮
　　　　　10:00～16:30
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：栁澤和輝税理士事務所・関東信越税理士会浦和支部所属
　　　　　税理士　栁澤　和輝　氏
♦定　員：15名

在職老齢年金のしくみ
♦開催日時：令和4年11月15日㈫
　　　　　14:00～16:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：日本年金機構　浦和年金事務所
　　　　　お客様相談室　担当者 
♦定　員：30名

労務管理基礎講座
♦開催日時：令和4年12月12日㈪
　　　　　13:30～16:00
♦会　場：さいたま商工会議所会館　2階ホール
♦講　師：江口社会保険労務士事務所
　　　　　特定社会保険労務士　江口 麻紀　氏
♦定　員：25名

エクセル講座
♦開 催 日：【中級】令和4年11月18日（金）13:30～15:30
　　　　　　【上級】令和4年12月  1日（木）13:30～15:30
　　　　　　【応用】令和4年12月  7日（水）13:30～15:30
♦講　　師：岩見　誠　氏
♦定　　員：50名
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第19回　後継者選びのポイント
～ 事業の継続的な成長・発展のために ～

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

後継者選びの一般的な流れ

　事業承継を考える際に、①親族に候補者がいるか、親族に候補者がいない場合、②親族以外で社内の役員・従業員に後継者
がいるか、①②ともに不在の場合は、③社外の第三者への承継という手順で検討するのが一般的と言われています。
　実際に、中小企業・小規模事業者の経営者の皆様へのアンケートにおいても、子息 (親族 )への承継を望むケースが多いの
も事実です。

後継者の違いによる事業承継のメリット・デメリット

　以下の表は、親族、役員・従業員、第三者への承継についてのメリット・デメリットを簡単にまとめたものです。親族承継の場合は、
関係者の理解が得られやすい、役員・従業員では、業務に精通した者を選定可能という特徴があると思います。一方、第三者
承継は、社内に候補者が不在という状況下での選択肢になりますので、若干次元が異なることになりますが、第三者承継では、
幅広く、後継者を探すことが可能というのが特徴かと思います。

後継者選定にあたっての準備

　親族や社内から後継者を選んでいく親族承継、役員・従業員承継では、候補者がおりますので、事前に対策が可能となります。
特に、その中で重視した方が良い対策は、①関係者の理解を得ること、②後継者を教育することと言われています。
①関係者の理解
　企業は、色々な利害関係者と繋がりがあります。一番重要なのは、本人が後継者になる覚悟があるかということです。後継候
補者へのアナウンスと本人の明示的な了解を確認し、更に、現経営者の親族、会社の役員や従業員、取引先企業や金融機関
等の関係者からも認めてもらうとこが大切です。特に、親族外の役員・従業員への承継をお考えの場合、候補者は後継者にな
ることを意識して入社していないこと、親族への承継との比較では、関係者と理解に時間がかかるとも言われておりますので、
丁寧に進めて行くことをお勧めします。
②後継者教育
　これは関係者の理解を得ることとも密接に関連していますが、経営に必要な能力・知識を習得するために、社内・社外での教
育を実施することが挙げられます。親族の場合、同業他社を経て、後継者が入社といったケースが多く見られます。なお、後継
者教育には座学と社内での対話、各部門のローテーション、権限移譲を通じて成長を促すことなどが、実践されているようです。

　今回は、事業承継に際して、どのような形で後継者を選定したらよいか、そのポイント等を説明します。
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第三者承継という選択肢

　後継者不在の場合、廃業を回避するためには、第三者承継が唯一の選択肢と言っても過言ではありません。事業の規模等に
応じて、承継先が法人の場合や、創業を希望する個人など、様々な形が考えられます。後継者の選定にあたっては、会社を取
り巻く利害関係者 (株主、従業員、取引先等 )の満足度を一番高くできる方に引継ぐことが本来望ましいとも言われています。そ
のような意味で、社内、役員・従業員に後継者候補はいるものの、第三者承継を選択するケースも見受けられます。

おわりに

　後継者選定で現経営者の方の一番のお悩みは、自分が引退した後も、事業を存続させて取引先に迷惑をかけない、従業員
の雇用を維持したいがそのために誰に託すかということかと思います。
　事業承継は時間がかかると言われています。他方、早期に着手すれば、相応の準備期間が可能になりますので、これから事
業承継について考えたいという経営者の方は、金融機関、商工会議所・商工会や事業承継・引継ぎ支援センターにまずはご相
談ください。

9

2023年1月20日（金）
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新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

カナーレゴルフスタジオ
Ｙ＆Ｆ
鈴木　章子
ユナイテッド経営サポートセンター㈱
㈱URAWA・BEER・PROJECT
㈱パレットループ
㈱ロトエンブレム
㈱アップウェル
㈱GOODTIMES＆GOODFRIENDS
司法書士法人ＫＴＧ
弁護士法人ＫＴＧ
晃新印刷
㈲小宮不動産
食堂　ヨリミチ
㈱高速クリーン
㈱一誠工業
㈱ＭＩＲＡＩ
㈱アソシクリエイト
㈲エヌエスケイシステム設計
医療法人社団Ｍｉ
(同)ＩＲＩＥ
㈱栗原建設
司法書士　堂込　勇気
㈲将和
㈲ＴＭＶ
㈲石井製作所
㈱イオニック
まさ木行政書士事務所　政木　健太
㈲アート・クリエイティブ
ワイアードデザイン
綜合防災システム㈱
みやぎ
㈱シーリンク

048-831-3900
080-6310-1119
048-709-8496
048-711-6556
048-711-1401
048-832-2705
048-764-9866
048-715-0499
048-826-5983
048-767-7085
048-767-7087
048-887-8006
048-767-7670
048-799-3886
048-845-5221
048-711-8725
048-767-6470
048-789-7789
048-837-7495
048-710-0001
048-789-7796
048-853-8320
080-3008-7598
048-824-3214
048-852-7339
048-684-4178
048-641-1029
048-653-3353
048-421-5352
048-877-0525
048-296-1873
048-265-5662
048-229-7343

浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
緑 区
緑 区
南 区
南 区
南 区
南 区
南 区
南 区
南 区
桜 区
桜 区
中 央 区
中 央 区
中 央 区
さいたま市見沼区
さいたま市大宮区
さいたま市北区
埼 玉 県 戸 田 市
埼玉県上尾市
埼 玉 県 川 口 市
埼 玉 県 川 口 市
埼 玉 県 川 口 市

ゴルフスタジオ
建設業
美容
コンサルティング業務
飲食業・製造業
卸売
介護・福祉
卸売業
不動産賃貸業
司法書士業
弁護士業
印刷業
不動産業
飲食業
清掃業
製造業
建設業
リフォーム業
電気通信業
歯科医業
運送業
建設業(大工工事業)
司法書士
不動産賃貸業
不動産管理
金属加工業
測量・解体工事
行政書士
印刷業
web制作・デザイン・DTP
防災システム
中華料理(飲食業)
電気工事業

法
人
会
で
、税
と
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
。　
法
人
会
に
入
ろ
う
！

248号の主な記事ご紹介

2022年秋号　No.248（令和4年10月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

表紙の言葉 「秋桜（あきざくら）」
撮影・文　小田　晶季子

　秋の風情を運んでくれる花、コスモス。可憐で、はか
なげで桜に似たその花が、風にそよぐ姿は本当に美
しく、秋には必ず撮影する大好きな花の1つです。
　和名は花のイメージの通り「秋桜（あきざくら）」です
が、それを「コスモス」とは読みません。
　では、なぜ「秋桜」と書いて「コスモス」と読むように
なったか、調べてみました。昭和52年に山口百恵さん
が歌った「秋桜」という歌謡曲が大ヒットしたからだそ
うです。
　作詞作曲はさだまさしさんですが、曲のタイトル「秋
桜」を「コスモス」と読ませ、この曲によって、秋桜が広
く「コスモス」として読まれるようになったそうです。

撮影地：東京都立川市国営昭和記念公園

●新署長に山﨑正弘氏が就任
　「やるだけやったらなんとかなる」
　浦和税務署長　山﨑　正弘　氏
●浦和税務署幹部のプロフィール
●浦和、与野よもやま話⑬
　井伊直弼襲撃事件で成就した仇討
●社長さんこんにちは
　柔軟なサービスでさらなる発展を
　マルモト観光バス㈱　代表取締役社長　本澤　友寛　氏
●話題を聞き解く FILE16
　パラリンピックと車いす警備員の誕生
●第19回後継者選びのポイント
　～事業の継続的な成長・発展のために～
　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
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法人会のポスターが新しくなりました。
ぜひ事務所や店舗へご提示、ご活用下さい。

（公社）浦和法人会駅貼りポスター
（税を考える週間に各駅に掲示します）

県税からのお知らせ

11月は個人事業税第２期分の納期です
　８月にお送りした納付書により、納期限（11月30日㈬）までにお近くの金融機関等で忘れずに納めてください。スマート
フォン、ご自宅のパソコンなどから、スマートフォン決済アプリ（PayPay、LINE Pay、PayB 、au PAY、ファミペイ、楽天銀行アプ
リ）やクレジットカードによる納税が可能です（税額が30万円以下、ファミペイは10万円以下の場合）。
　インターネットバンキング、モバイルバンキングやコンビニエンス
ストア、MMK設置店（NewDays（一部店舗除く）、ドラッグストア、スー
パーマーケット等）でも納税できます。
　納付書を紛失された場合には再発行いたしますので、お近くの県
税事務所へご連絡ください。
　新型コロナウイルスの影響により納付が困難な場合は、納期限ま
でに各県税事務所にご相談ください。

　また、個人事業税の納税には、口座振替をご利用いただけます。
お申込みの手続は、納税通知書に同封されているハガキで行うか、
お近くの県税事務所へお問合せください。簡単に行うことができま
すので、是非ご利用ください。なお、利用開始手続に2か月程度要するため、これから手続をしていただくと、令和５年度から
のご利用となります。

　個人事業税について、詳しくはお近くの県税事務所又は県税務課（ＴＥＬ０４８･８３０･２６６４　FAX０４８･８３０･４７３７）へ
お問合せいただくか、県税務課ホームページ「くらしと県税
（https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」をご覧ください。
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